第２回情報発信検討部会　議事録（概要版）
日　時：平成２１年９月１５日（木）午前１０時～午前１２時
場　所：プリムローズ大阪　２階　羽衣の間
出席者：配席図のとおり

１　開会

○音田部会長挨拶
○配布資料の確認
○副理事挨拶

２　議事

（1） 大阪府のホームページについて
「資料１　大阪府のホームページについて」に基づき説明

・大阪府のホームページがリニューアルを行った経緯
・食の安全安心ＨＰの役割
· 変更点

· トピックスの取り扱い
（委員からの質問・意見等）
音田部会長
　大阪府のＨＰについて新しくリニュ－アルした背景や現状、食の安全安心に関わる情報が現在どのような形で提供されているかについての説明があった。今の説明について、質問、ご意見についてお願いする。

惣宇利委員
　大阪府ＨＰのトップページのカテゴリーについて「くらし・環境」のなかに「食の安全安心」と「安全安心」のカテゴリーがある。「食の安全安心」については分かるが、「安全安心」の方は分かりにくいので工夫してはどうか。
事務局

　カテゴリーの工夫については広報課に要望する。
音田部会長

　下段の「安全安心」は食以外のものが入っているのか。

事務局

　防災とか大きい部分での安全安心の内容が入っている。

音田部会長

　「安全安心」から入って、食の安全安心の情報は見ることはできるか。「食の安全安心」だけが別になっているのか。
事務局

　食の部分だけで「食の安全安心」のカテゴリーを作成した。「安全安心」から食の安全安心の情報は見られない。
音田部会長

　府県によっては「安全安心」から入って、カテゴリーが「食」も含めて複数に分かれているところもある。

　最初、ＨＰを見て字が小さく、文字が多いと思ったが、簡単に文字が拡大できるようになっていて安心した。
飯田委員
　リニューアル後、ＨＰを確認しようとしたが、最初は慣れないせいか迷路のように迷った。最初に「健康福祉」のカテゴリーをクリックして食の安全安心のページを探したが見つからず、「くらし・環境」で確認することができた。「くらし・環境」のなかでは、最初に「安全安心」をクリックした。全体の印象としては、素っ気無い印象を受けた。トップページは１画面で表示されているのはよいが、カテゴリー別になると画面をスクロールしなければならない。トップページと同じようにバナーをちりばめて、１画面で項目が表示できるようにしてはどうか。
音田部会長

　素っ気無いのはイラストや色をつけるということか。
飯田委員

　各カテゴリーの表示ページには事業名と２～３行の説明文があるが、文字ばっかりで味気ない。

また、ページを閲覧するのに上下のスクロールのみなので、トップページのように左右の動きで見ることができる方がよい。
音田部会長

　今のご意見の改善は可能か。

事務局

　今のシステムのカテゴリーの表示ページは「掲載する」「掲載しない」の選択しかできない。掲載した場合、更新順に自動的に目次のように表示される。見せたい項目を上に表示できないシステムになっているのが現状である。融通の利かないことが欠点であると認識している。
音田部会長

　旧HPに掲載していた「主なトピックス」を同じように掲載できないのは同じ理由か。

事務局

　はい。例えば、新しいページを作っても「New」の文字が表示されない。カテゴリー内では各課の事業ページの一覧が機械的に表示されるので、味気ないというのは、そのとおりであると思う。
音田部会長

　部会で意見が出ても改善は難しいのか。
事務局

　はい。ただ、府民から見にくいとの意見があることは伝えるべきであると考えている。こうした意見があったからこそ、今回のリニューアルができたと思う。システムを担当する部署に提言という形で伝えていきたいと思う。

音田部会長

　要望はしっかり伝えて下さい。

菊井委員

　HPがリニューアルされて、「くらし・環境」のカテゴリーで「食の安全安心」がトップに表示されたのは良かった。食の安全安心の取り組みのウエイトの重さを十分認識していただいたうえでトップに表示されたと思うので、ありがたいと思う。
鋤納委員
　リニューアル後のHPは誰のためのHPか。例えば、どの年齢を対象に作成したのか。子供がHPを見た場合、読めないし、難しい。対象年齢を下げたHPを別に作成してはどうか。
事務局

　大阪府HPの中には小・中学生向けのキッズページがある。HP全体の対象は成人向けである。視覚障がい者への配慮として、読み上げソフトに対応するページづくりに力を入れている。一画面に収めるため文字が小さく、高齢者向けではないと思うが、文字の大きさは簡単に変更できる。
山本委員

リニューアル後のHPを確認したが、たしかに迷った。食の安全推進課HPになかなか辿りつかず時間がかかった。全体としては、リニューアル前のHPは文字が多すぎて見にくいのが問題であった。新しいHPはすっきりしすぎて素っ気ないところもあるが、かえって見やすく、分かりやすくなった。府民がHPで情報を見て、書き込みができる機能はメール等で行うシステムとなっているのか。
事務局

　大阪府HPには各所属への問合せ先があり、メールで行うというよりは、電子申請のイメージで、府民が必要事項を書いて送るシステムとなっている。前回の部会で提示させていただいた「食の安全安心に関する問い合わせ」については、そのまま生かしており、食の安全推進課への意見とは別にページにセキュリティをかけて電子申請という形で設けている。カテゴリーの「食の安全安心」の一番上の段に「食の安全安心に関する問い合わせ等」という項目があるので、そこから入力することができる。
平川委員

リニューアル後のHPを確認したが、私も最初HPを探すのに迷った。「安全安心」のページへ行くとトップページまで戻らないと他のページに行くことができない。他のページへリンクを貼るなど、ページ構成の中で横に見る方法もある。これは食の安全安心だけではなく、他のページでも同じであると思うので、例えばHPの閲覧者がどのようにアクセスして、最終的にどのページに行くのか、各ページの履歴を取ると「迷い行動」のようなものが分かると思うが、そこまで細かく履歴を取れるのか。
事務局

　資料３で説明はさせていただくが、検証できるような機能は付加されたようであるが、それがどういうことを指しているのか、まだ十分理解ができていない。詳細の検証については、広報課を交えて行えばできるかもしれないが、「迷い行動」という形でリサーチできるようなデータを使って評価できるかについては、勉強中なので分からない。
音田部会長

大阪府HPのトップページから入り、カテゴリーの「健康福祉」を見るのは、部の名称に「健康」がつくので余計に迷うではないかと思う。技術的にできるのかは分からないが、「くらし・環境」のカテゴリーから見てというのではなく、トップページから直接、「食の安全安心」の情報を見ることができると良いと思う。例えば愛知県のHPではトップページに安全安心のバナーがあり、そこをクリックすると、各部局の安全安心情報を集めたページがあり、そこから食のページにいくことができる。
（2） 食の安全安心メールマガジンについて
「資料２　食の安全安心メールマガジンについて」に基づき説明

・発信している情報について
・部局横断的な情報発信を行うために
・登録者の獲得に向けて
・今後のメールマガジンの活用について
音田部会長

メールマガジンについて「緊急情報」と「注意喚起」にカテゴリーを分けることについて提案があったが何か意見はあるか。
菊井委員

　メールマガジンについて、夜中にメールが届くと驚くので何とかならないか。緊急情報で配信されている情報はありがたいと思うし、これらの情報を伝達していけばよいと思う。登録者１６５５人について、登録者拡大にもう少しアピール策が必要だと思う。他部局のメルマガとの比較と登録者の内訳はどうなっているか。食に関する窓口は、健康医療部であるが、環境農林水産部のほうも関係がある。JAｸﾞﾙｰﾌﾟでも食の安全安心に関する取り組みの事例がある。例えば生産履歴記帳の徹底についての情報や生産・出荷者が集まって催し物を行い食の安全安心に努めているなど。また、大阪府内14箇所のJAが府下一斉にNHKのアトリウムを借りて、各JAが自慢とする農産物を展示即売する。そのような情報も他部局と連携して発信していただけないかと思っている。
事務局

　登録者の内訳について、昨日の登録者１７４１人で確認した時点では、消費者８４１人、事業者６４３人、行政関係者２５７人となっている。消費者４８．３％で約半数を占めている。他自治体の状況について、過去２～３年継続して食に関するメールマガジンを配信している自治体に確認したが、登録者は１０００人前後で他自治体と比べて多い方となっている。農林部局との連携については、HP等を確認して、食に関する情報がある場合には、こちらから連絡してメールマガジンの掲載依頼を行っている。発信時間については、早い時間に発信できるように改善していきたい。
山本委員

　健康被害を生じた場合は「緊急情報」、食品衛生法違反事例等の場合は「注意喚起情報」に分類するのか。
事務局

　現在、食中毒情報についても緊急情報で発信しているが、喫食するとただちに健康被害が伴うような、ギョウザの農薬事件や、メラミンの混入事件、雪印のブドウ球菌事件のような緊急情報と食中毒や農薬違反で発信している緊急情報について、整理する必要があると思った。メールマガジンの登録者拡大については当初、多くの方が積極的に登録いただけると思ったが、携帯での登録には抵抗があるようだ。携帯メール受信は携帯会社によっては、情報料がかかるためパソコンでの登録の割合が多くなる。メールマガジンでは、必要な方に必要な情報を発信することを考えて、部局を超えて「食」の情報の発信することを考えた。民生委員等に説明して、良い感触をいただいても、携帯まで個々に登録していただけない。現在、大手の会社に登録勧奨をおこなっている。メールマガジンが始まって５ヶ月で８３回発信しており、換算すると２日に１回のペースである。隠れた情報があり、いかに情報を集めるかが課題となっている。庁内の推進委員会の各部局には様式を作成して情報提供をお願いしているが、情報が届くのが遅くなる場合がある。メールマガジンの登録者拡大、情報の収集、情報のカテゴリーの分類について頭を悩ましている。そのあたりについて委員の皆様にご意見いただきたい。５つのカテゴリーに分けて配信しているが、たくさんメールが来ると迷惑メールになる、本当に必要な情報だけ欲しいのであれば、例えば大きな事件の情報だけを欲しければ、緊急情報だけを登録すれば、メールはあまり来ない。但し、情報がすべて欲しい方はすべての情報が届くので、メールが沢山とどく。登録される方の環境もあるので、いかにカテゴリーを分類すればよいのか、頭を悩ましているのでご意見いただきたい。
山本委員

　パソコンでしか登録していないので、携帯での受信の事情はよく分からないが、健康被害情報とそれ以外の情報について、カテゴリーを分けるのであれば、メールマガジンとしての送り方としては良いと思うが、大型の被害拡大防止が必要な場合に、メールマガジンだけで対処するのは違うと思うので、メールマガジンで分類することより、他の手法で知らしていくのがあるべき姿である。メールマガジンの中でカテゴリー化するのは意味がないと思う。
惣宇利委員

　「食中毒の発生について」のメールの場合、手を洗いなさいというような食中毒の一般事項について記載されている。店はどこにあるのか確認すると奈良県や山口県と書いてあり、大阪府ではない。結局、食中毒の一般情報が記載されているだけで、メールを見たときの緊急度よりも、メールを見た後、冷めた感じがする。例えば、レストランに入るのにも気をつけないといけないような緊急情報であれば、一般の人に携帯で受信することに意味があるが、食中毒の情報については、一般の人からすると関係がない感じがする。しかし外食産業等に関係されている方は、世の中の情勢を見るうえでも必要な情報であると思う。一般の人向けと外食産業等向けとの情報発信の使い分けが必要だと思う。
菊井委員

　資料２の８月２６日発行のイベント情報「大阪産（もん）たこ焼き　遂にベールを脱ぐ！！」について、大阪産の普及啓発に努めているという内容で中部農と緑の総合事務所となっている。このような内容をJAと環境農林水産部と連携して伝えておくべき情報があるのではないかと思う。そのようなことも含めて、他部局との連携についてお願いしたい。
飯田委員

　メールマガジンについて、事業者向け情報以外はカテゴリーを選択しているので、メールがよく届くことは分かる。メールの受信画面について、モノクロの文字のみとなっているのでメリハリをつけてはどうか。例えば、強調すべきところについて、色を変えたり下線を使用してはどうか。食中毒情報や自主回収情報について、どのような症状を起こすかを２～３行で書かれている部分が良いと思う。カテゴリーの区分については、まず情報を発信する際に情報を受ける人が何をして欲しいのかを考えるとメールマガジンだけで解決できないことがたくさんある。特に緊急情報で流通を止めなくてはいけないといった場合、当然メールマガジンだけは駄目で、いろんな経路を通じて早く府民に届けなくてはならない。メールマガジンで限定した場合、注意喚起情報について、特にカテゴリーを分ける必要はないと思うが、緊急情報でメールが来て、また「食品衛生法違反」と思ってしまう。例えば緊急情報は赤のマーク、注意喚起情報は黄色のマークというように発信者側で情報のランク付けをすることはあってもいいと思う。
事務局

　文字の色を変えるのは難しい。携帯メールの画面に絵文字を入れる機能があるが、画像を入れると通信代がかかるので、文字での発信としている。タイトルや内容で、府として広く周知していただきたい情報であることが分かるように、マーク、言葉、文言等で対応させていただきたい。

鋤納委員

　メールマガジンについて、例えば、注意喚起情報、イベント情報等については時間別で配信を行い、緊急情報はその都度、夜中でも配信できないか。日によって情報量が違うので、曜日を決め、まとめて情報を発信する方法もあると思う。
事務局

　現状について説明すると、例えば大阪市から午後８時に行政処分の情報をいただいたが情報を入手した時点で朝刊より早く情報を届ける為、夜遅くにメールマガジンを配信した。緊急情報については、時間に関係なく、行政処分を行い報道提供、HPに掲載する段階で配信している。イベント情報等については、事前に分かっている場合は開催前に配信し、開催直前に再配信等をおこなう等、工夫をしている。情報が届いた時点で配信しないと、情報が溜まり、おろそかになってしまう。そのため、時間に関係なく配信し、緊急情報については夜中でも配信するルールで運用している。そのため、曜日や時間を指定して送信するのは難しい。メールマガジンのシステムでは、あらかじめ指定した日時に配信する機能があるが、事前にいただいている情報しかできない。今まで、メール配信したものについては、手元に届いた時点で情報発信している。内容によって、時間を変えて配信をおこなう等、配信時間について改善する必要はあると感じているが、他部局を含め、情報をいただくのが夕方から午後９時頃になってしまうため、現状では難しい。
飯田委員

　各部局との情報交換について、発表が出ないと分からないと説明された件については、そんなに壁があるのかというのが率直な感想である。府民にスムーズに情報を伝えるという観点で改善いただきたい。国の方でも消費者庁が発足して被害情報や事故情報が集約されるということになっているが、情報をどこまで集約されるかについては今後にかかっている。情報は国が収集するのではなく、全国の各自治体で消費者庁の準備に対応した窓口が情報を収集する。情報が滞りなく伝わる仕組みを作らないかぎり、情報は生きてこない。国のレベルでも、このような取り組みが開始されるなかで、各自治体においても、同じような観点で仕事をしていただきたいという要請が来ると思うので、大阪府においては、国に先駆けて取り組んでおり問題がないと言えるように改善をしていただきたい。
音田部会長

今の件について事務局として何かあるか。消費者庁が発足したことによる対応は何かあるのか。
事務局

　消費者庁の関係については、まだ正確な情報をいただいていないのが現状である。消費生活センターを含めて、常に連携を取りながら進めている。１１月に予定している「食の安全安心シンポジウム」について、消費生活センター、関西消費者協会と連携して進めていくことを計画している。９月に消費者庁が発足したが、すぐに動き出す訳ではないので、しっかり情報取っていきたい。他部局の情報収集については、できるだけ情報をいただけるようにお願いしている。関係部局については、HP等それぞれ情報発信の媒体を持っている。そのため、各HP等で情報提供した後となっているのが現状である。それについては、タイムラグが無いように、どこの部局の情報についても、食に関する情報については、メールマガジンで発信していきたいと考えている。
事務局

　メールマガジンについて、他部局の情報を含め、できるだけ早く、きっちりと情報発信するという意見、できるだけ多くの府民に登録いただくようにという意見をいただいた。まず、情報源については、庁内の連絡会議でお願いしているが、まだ十分に機能していないのが実情である。各部局においても各担当の方がいるので、そこまでは浸透していない。もう少しすれば情報提供する際には、食の安全安心メールマガジンの方にも情報提供しないといけないという流れになると思う。この件については各部局と連携しながら進めていきたいので、暫くお待ちいただきたい。またJAの情報についても、環境農林水産部の方にメールマガジンへの情報提供についてプッシュしていただいたら、もう少しスムーズに情報提供できると思うので、ご協力いただきたい。また、オール大阪の取り組みとして、府民への情報提供のツールとしてメールマガジンを活用したいと考えているので、大阪市、堺市、高槻市、東大阪市の皆さんにおいても情報提供された際には、大阪府に情報をいただけるように、ご協力をお願いしたい。購読者の拡大については、様々なルートやイベントを活用して登録者の拡大をおこなっている。他府県の食に関するメールマガジンについては登録者が少ないが、大阪府のメールマガジンでは、大阪府警が行っている「安まちメール」は十数万人の登録者がおり一番多い。各市町村や町会に防犯についての組織もあると聞いている。また新聞にも掲載されていたが、某大手ファーストフードチェーン店がお客さんにメールマガジンの登録についてキャンペーンを行い、登録者拡大に協力している記事を見た。このように、例えば消費者団体やJAにおかれても会員やイベントでの登録者拡大について協力をしていただければ、大阪府からのルート以外でも、登録者の拡大ができると思う。我々も、できるかぎり登録者拡大に出向いていきたいが、手が回らない部分については協力をお願いしたい。メールマガジンのカテゴリーについて、現在の緊急情報について、本当に緊急を要する緊急情報と注意喚起情報に分割することについての意見をいただいたのは、これから調整を行うので、実現できるかは分からないが、食の安全安心メールマガジンの本当に緊急を要する情報について、プレス等で情報提供するのも方法の１つであるが、各企業のメールマガジンから、緊急情報を転載して情報を流していただくことも考えているから。その場合、多くの情報を流すのは大変なので、本当の緊急情報と注意喚起情報を分割することも有りではないかということで提案した。大阪府においても、メールマガジンの購読者拡大について取り組んでいきたい。また今日お集まりの皆様におかれましても協力をお願いしたい。
音田部会長

部会の名前は「情報発信評価検証部会」となっているが、いかに情報を早く、的確に収集することが大事だと思う。情報の収集について庁内の調整と情報の充実について取り組んでいただきたい。
（3） 「情報発信とその評価について」について

「資料３　発信情報の評価指標について」に基づき説明

· 平成２１年１月から７月までと８月から１２月について同じ指標で比較、評価できるか。

· メールマガジンの評価方法として、何が適当か。
（委員からの質問・意見等）
山本委員
　大阪府で行った自主回収のうち健康被害の恐れがないため１８件を非公表と説明された。条例の条文では、「食品衛生法違反もしくはその恐れがあるものを公表する」となっているが、これに当てはまらないものと判断されているのか。情報の収集について、例えば事故情報の収集制度をおこなっているNITE（独立行政法人製品評価技術基盤機構）は、毎年、年度ごとに事故情報の内容以外に　情報の収集先について記載されている。同じように、情報の内容と情報の収集先を記載していれば、どこからどのような情報が集まっているのかが分かるし、どこの情報が足りないか等、検証できると思う。
事務局

　自主回収について、食品衛生法違反、又違反の疑いによる理由で回収を行う場合、原則報告を義務づけるという考え方には間違いないが、食品衛生法第１９条違反のうち健康被害を及ぼさないものは例外であると規定されている。表示違反で自主回収の対象になる場合は３つある。１つ目は、期限の表示もれや期限の表示誤記により実際の期限より長く表示した場合。２つ目は、保存温度を定めているものについて誤りや記載もれがある場合、３つ目はアレルギー表示もれや誤記の場合である。期限表示と保存温度の漏れや誤記については、商品の劣化を生じ健康被害が生じる可能性があるため対象となる。また、アレルギー表示もれや誤記はアレルギーを持った方に健康被害が生じるため対象となる。自主回収の対象にならないケースとして、例えば期限を短く表示した場合は品質上の問題がなく健康被害の恐れがないため対象外としている。
平川委員

　情報の発信側の評価で、情報が必要な人へ直接情報を届けるシステムづくりとして、メルマガの登録者数と併せて、登録者の属性を加えてはどうか。先程、メルマガの登録者の属性について説明があったが、インターネット環境が整っていない方への配慮として、地域の支援者から直接、環境の整っていない方に情報を伝えることになっていると説明があったが、登録者の属性については重要な指標であると思う。
飯田委員

　評価指標については今後、いろいろ研究していく観点で考えていく必要がある。例えば、具体的な事例があった場合、振り返ってみて評価指標は正しかったのか、あるいは別途、指標を入れた方が評価しやすいのかを考えながら進めるべきだと思う。具体的に気がついた点では、１点目としては、情報の収集から発信まで、どれだけ時間を要したのか。必ずしも早ければ良いとはならないと思うが、評価をする際にいくつかのランクの情報があって、どのぐらいの時間を要しているかについては、評価する際の付属情報としては必要であると思う。２点目としては、府民や事業者が情報に対してどのような反応をしたのかいうことを考えておく必要がある。情報についての反応は、必ずしも拾える訳ではなく評価が難しいと思うが、情報によっては応答がある場合がある。それに対して、どの時期にどのような応答したということも改善をするうえでは、重要な情報の１つとなる。
音田部会長

HPの評価について、今後、セッション数とページビュー数の２つの指標により、評価をおこなえるということで挙げているのか。
事務局

　今まで、ページビュー数で評価いただいていたので、基本はページビュー数で評価いただくべきであると考えている。しかし、過去との比較をしないのであれば、セッション数も評価指標としてはあると思う。
音田部会長

これについても各委員に意見をいただいた方がよいのか。
事務局

　今の段階では、まだ１ヶ月分のデータしかないため検討できないと思う。２月の段階では両方のデータを出したうえで、どちらか限定した方が分かりやすいということになれば、どちらか１つに限定していくことについて各委員に検討いただきたい。
音田部会長

両方の指標で評価が可能であるということで、挙げていただいている。
鋤納委員
　情報の収集について、各部局の情報を各部局でメールマガジンを連動させることは可能か。例えば、各部局のメールマガジンの内容文書をそのままいただいて、食の安全安心メールマガジンと同時に配信できないか。HPのアクセス件数について、食の安全推進課の所属ページと事業一覧ページについてページピュー数が高く、セッション数に比べ、見られている回数が多いので、食の安全安心メールマガジンを登録するページあれば誘導できると思う。
事務局

　食の安全推進課の事業一覧ページの中に食の安全安心メールマガジンの項目があり、そこから登録画面につなげていくことは可能である。事業一覧ページのアドレスはshokai.htmlでこのページを開けた件数が、セッション数692件、ページビュー数1565件となっている。食の安全安心の取り組みのアドレスがanzen/でこのページを開いた件数が最も多く、セッション数が10131件、ページビュー数が13214件となっている。このページにも食の安全安心メールマガジンの項目があり、メールマガジンの登録画面につなげていくことは可能である。大阪府のトップページのカテゴリーにもメールマガジンの項目がある。そこをクリックすると、大阪府が発信しているメールマガジンが表示され、そこから食の安全安心メールマガジンを登録画面につなげていくことができる。また、大阪府トップページ、カテゴリー、食の安全推進課HP等の項目にある、催し・講座・募集の項目を開いていくとメールマガジンの購読者募集ページがあり、そこからもメールマガジンの登録画面につなげていくことができる。
音田部会長

「情報発信の内容の評価について」のところで、ホームページのPRがあり、評価指標（案）として、メルマガとの連携がある。例えばメールマガジンの自主回収情報の配信内容で詳細はHPへと記載されているが、メルマガとの連携とは、そのことを意味するのか。
事務局

　HPの詳細ページのアドレスをメールマガジンに掲載することにより、迷わずに情報を見ていただける機能がついたと思っている。HPのアドレスをメールマガジンに掲載することにより、大阪府のHPを見ていただく機会が増えることから、ホームページのPRにつながると考え、連携という表現にさせていただいている。
音田部会長

パソコンの場合はアドレスをクリックすると、HPを表示することができるが、携帯の場合はどうか。
事務局

　携帯の場合もリンクを貼っているので見ることは可能である。但し、表が多いので見にくい画面になっている。携帯版のHPについては、各部局も作成していないので、見やすいページへの対応はできていない。

音田部会長

アドレスを紹介しているということか。
事務局

　はい。

音田部会長

今回の部会での内容を元に今後、検討していただくことになる。また、平成２１年の取り組みについては、委員の皆様からいただいた意見を元に次回の部会で評価していただくことになる。　　　本日、委員の皆様から意見をいただいた内容を生かしていただいた上で、HPあるいはメールマガジン、情報発信と運営について進めていただきたいと思う。
○課長閉会挨拶

３　閉会
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